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●第 2回理事会 8 月 30 日(金) 

11 名の理事の内 8名の出席で開催されました。2024 年度総会決定に基づいて経過報告があり予算

の執行状況の中間状況が報告がされました。そして後半の各イベントについて呼び込みチラシを

もとに検討がされ、一部変更があって執行することが確認されました。話題には特別強力な迷走

台風に強い関心がありました。そしてアライグマの出没した写真に出席者のほとんどが驚きを示

しました。6月に 3匹の捕獲が成功したので、これで安心と思っていたらとんでもないことでし

た。光田先生から京阪奈丘陵には 2000 頭近くが生息しているであろうとのことで、里山農園付近

には 500 頭ぐらいの存在が推定されるのではないか説明がありました。 

 

●アライグマの出現 無人カメラで確認される。 

8 月 9 日の昼間、一度に 6匹のアライグマが行動している場面が撮影されていました。各位に送

信いたしましたところ京都府自然環境課から視察と研修会の開催の提案が届きました。 

「アライグマの防除に詳しい有識者と環境省の職員も含めて現地の視察や外来講習などをさせて

いただければと考えております。候補日は、12 月 12 日(木)、12 月 13 日(金)です。いずれか 1日

で現地を見せていただく、もしくは 2日間のスケジュールを考えております」と連絡がありまし

た。事務所近隣の農家の皆さんは成果物

被害に悩んでおられるとお聞きをしま

す。この取り組みは期待に応えるものと

して、成功させたいと思います。1月に

なりますとヤマトサンショウウオは産卵

のために集結してきますし、捕食狙いの

アメリカザリガニの対策も始めなければ

ならないと思っています。 

 

●魚とりのための現地確認 

9 月 8 日(日)の魚とりの実行可能性を実測のために現地確認を福井波恵さんに行っていただきま

した。普段は－2.7ｍの水位です。9月 3日の 14 時段階で－1.90m でした。これから 4日間で 80

㎝の水位が下がることが必要です。台風 10 号の影響で増水が見られましたが里山の会の魚部会の

皆さんの協力で何としてでも魚とりを成功させよ

うと意気込んで準備に取り組んでいただいていま

す。このまま順調に水位が下がること、雨が日曜

日まで降らない事を祈っています。 

参加希望者は 15 名で（応募者は 85 名おられたと

のこと）そして保護者が 15 名と里山の会は 13 名

のスタッフと教育委員会からは 3名の参加が予定

される約 50 名の取組の予定です。 

 

●国土交通省近畿地方整備局からヒアリングがありました。 9 月 2 日（月） 

2 日の 14:00 から国交省淀川河川事務所において河川協力団体に対して国土交通省近畿地方整備

局からヒアリングがありました。近畿地方整備局からは河川部河川環境課長の安井耕一さんと河

川環境課の小高茂治さんが出席されました。里山の会からは理事長の大村幸正、副理事長の森島



保、理事の播川司、太田敏之と常務理事の山村武正が出席しました。開催された目的は現地の悩

みを聞きたいこと。そしてできるだけ解決に協力するつもりだとのことで初めての取組で 25 団体

すべての皆さんからお話を聞くということでした。団体の財政状況・受注活動概要・資器材の保

管・人材確保のための工夫・河川管理者との関係に関わっての質問でした。里山の会としては、 

➊イタセンパラの復活を目指す取り組み 

❷竹サインペン製作作業とその意義 

❸中聖牛や竹蛇籠製作講習会の開催と設置などへの協力 

を強く説明いたしました。どれだけ効果があるのか分かり

ませんが大切な会議として一生懸命に説明いたしました。 

 

●第 27 回環境講演会『京都の淡水魚はどうなっているのかな』へのご参加を呼びかけます。 

開催日が迫ってきました。まだまだ参加申し込みには余裕がございますので、積極的に皆様の参

加をお待ちしております。メールでの申し込みをお願いしておりますが、FAX(0774-64-4183)もど

うぞご利用ください。 

氏名、住所、電話番号、交通手段のご記入を分かりやすい文字でお願いいたします。 


